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ふるさと納税制度は、一般的には全国の特産品

をお得に手に入れられる制度として広く認識さ

れていますが、納税者が自分の税金の使い方を決

めることが出来る制度として活用する事が出来

ます。府大のつばさ基金制度では、様々なプロジ

ェクトを直接支援する事が出来ますが、寄付者に

は直接メリットがありませんでした。そこで、「放

射線教育振興プロジェクト」では寄付頂いた金額

のうち半分を上限として放射線教育のための消

耗品・機材などを購入し、その物品を貸与して寄

付者に教育を委託するモデルを構築し、寄付者に

も、プロジェクト側にも、府大側にもメリットが

あり、広く放射線教育を普及する事が出来るとい

う Win-Winの制度とすることが出来ました。 

これまでに千葉県大須中学、QST 関西光研、

放射線教育フォーラムなどの放射線教育者に寄

付頂き、本プロジェクトで開発を行っているペル

チェ冷却式高性能霧箱を貸与しております。また

私自身がプロジェクトに寄付を行い、奈良県山間

部の僻地校である上北山中学や、放射線教育に非

常に熱心な福島県三春中学、昨年報告した「みん

なの暮らしと放射線展」での高校生サマークラス

参加者への特別賞としてペルチェ霧箱を貸与し

ています。残額でペルチェ霧箱の高性能化や様々

な放射線プログラムの開発を行い、さらに科学の

祭典などオープンスクール活動の際の他大学教

員や学生への謝金として活用する事を検討して

います（私を含めた府大教員には支払えません）。 

この制度を活用することで、一度だけでなく、

毎年同額以上の財源を安定的に確保可能であり、

中高の学校教育現場の極めて厳しい財源不足を

根本的に改善可能です。昨年 4月の中学学習指導

要領改訂に伴い放射線教育を従来以上に実施す

る必要がある事から全国的にアピールを行って

いるところです。 

さらに、放射線教育振興に限らずこのモデルは

様々な教育振興に活用する事が出来ますので、関

心のある先生方は是非同様のプロジェクト運営

を試みて下さい。国立、私立大学では出来ない、

公立大学の大阪府立大学ならではの制度として、

府大の知名度向上に資すると思います。 

 

 

大阪府

ふるさと納税

（寄付）
大阪府立大学

放射線研究センター

プロジェクト

への分配

13%は大学へ

放射線教育機材・消耗品

寄附金額の半額分

程度を目処に貸与

教育者

自己負担2000円以外は(*)

翌年の税金控除で全額帰ってきます

寄付者の地元
自治体

*所得により上限金額があり、

独身で年収600万円の場合

\77,000の寄付が可能です。

残額から福島や僻地

校などの放射線教育

現場へ放射線教育

機材などを貸与

大阪府立大学のつばさ基金制度を

活用した放射線教育振興プロジェクト

全国の教育現場での

放射線教育の実施

（委託）

ペルチェ冷却霧箱の売上金から、製作のための学

生アルバイトを雇用して社会還元しています。また、

実際のもの作りの現場でのスキルを習得できます。

客観的で透明な経理を実現するために、

大阪ニュークリアサイエンス協会（ONSA）

を通して、公費での会計処理を行います。

放射線教育振興プロジェクト：

1627200700 に寄付する旨連絡

詳しくは上の QRコードに

アクセス願います。 

http://bigbird.riast.osakafu

-u.ac.jp/~akiyoshi/Works/Ts

ubasaFund.htm 


